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論文内容要旨 

 

オトガイ部を形成する mandibular symphysis は, 側面頭部エックス線規格写真上での下顎骨体結

合部の正中断面像であり, 下顎前歯の歯軸傾斜, 上下顎骨の位置関係, 側貌の軟組織形態などに大き

な影響を及ぼすとされる. その形態や位置は, 矯正歯科治療における抜歯・非抜歯の診断, 抜歯部位

の選択, 下顎前歯の移動量, 移動方法, 治療目標の設定などの問題に大きく関わる. Symphysis の形

態に影響を与える因子として, 遺伝, 内分泌, 生体力学などの報告があり, とりわけ生体力学につい

ては, 顎骨形態の違いにより, 咬合力などの symphysis に加わる外力が変化し, symphysis の内部に

生ずる応力に影響を与え, 骨の remodeling にも変化をもたらす可能性があると考えられている. こ

れまで symphysisに関しては, 解剖学的研究, 頭部エックス線規格写真を用いた Angle の分類に基づ

いた研究, 骨格型の分類による研究などが行われてきている. しかしながら中国人の顎顔面形態につ

いては, 歯科矯正学的評価項目とオトガイ部の形態との相関性についての報告が少ないのが現状であ

る. 今回, 側面頭部エックス線規格写真を用いて, 成長期中国人の mandibular symphysisの形態に

ついて検討を行った. 

調査対象として, 中国浙江省杭州市の矯正歯科診療所を受診した成長期中国人患者の中から, 

Hellmanの咬合発育段階が ⅢB 期で skeletal Class I の顎顔面形態を有する男子 21 名, 女子 23 名

および Class IIの男子 22 名, 女子 22名を選出した. 選出条件として, 歯・顎・顔面頭蓋の成長発

育に影響を及ぼしたと思われる病歴を持たない健康な男女で, 骨格については ANB 角が 1.5°- 4.0°

を skeletal Class I, 4.5°以上を skeletal Class II とした. 咬合に関しては, 智歯を除き歯数異

常がなく, 中切歯から第二大臼歯まで全歯に形態異常がないこととした. 研究方法として, 治療時に

撮影された頭部エックス線規格写真を用い, 顎顔面形態については 6 項目, Symphysis については 8



項目について計測を行った. 各計測値は統計解析を行い, 顎顔面形態と Symphysis の形態の相関関係

について検討を行った. 

その結果, skeletal Class I, Class II 共に顎顔面形態の前後的位置関係, 垂直的位置関係, 下顎

骨の大きさを示す計測項目と symphysisの形態との間に相関関係がみられた. また, 下顎前歯の傾斜

と symphysis の傾斜との間にも相関関係がみられた. 下顎下縁平面の傾斜と symphysis の形態は共に

前歯部の被蓋関係の改善に重要な影響を及ぼしており, これらの結果から,矯正歯科治療時の下顎前

歯の移動には, 骨格の違いによる下顎前歯の傾斜度と symphysis の形態について留意する必要がある

ことが示唆された. 

 

論文審査結果要旨 

 

  オトガイ部を形成する mandibular symphysis は, 側面頭部エックス線規格写真上での下顎骨体結

合部の正中断面像であり, 下顎前歯の歯軸傾斜, 上下顎骨の位置関係, 側貌の軟組織形態などに大き

な影響を及ぼすとされる. その形態や位置は, 矯正歯科治療における抜歯・非抜歯の診断, 抜歯部位

の選択, 下顎前歯の移動量, 移動方法, 治療目標の設定などの問題に大きく関わる.  

しかしながら中国人の顎顔面形態については, 歯科矯正学的評価項目とオトガイ部の形態との相関

性についての報告が少ないのが現状である. 著者は,この論文において,側面頭部エックス線規格写真

を用いて, Hellmanの咬合発育段階が ⅢB 期で skeletal Class Iの顎顔面形態を有する男子 21 名, 

女子 23名および Class II の男子 22名, 女子 22名成長期中国人の mandibular symphysisの形態に

ついて検討を行い, 以下の結論を得た. 

  Skeletal Class I, Class II 共に顎顔面形態の前後的位置関係, 垂直的位置関係, 下顎骨の大きさ

を示す計測項目と symphysis の形態との間に相関関係がみられた. また, 下顎前歯の傾斜と

symphysis の傾斜との間にも相関関係がみられた. 下顎下縁平面の傾斜と symphysis の形態は共に前

歯部の被蓋関係の改善に重要な影響を及ぼす要因である. 

以上, 矯正歯科治療時の下顎前歯の移動には, 骨格の違いによる下顎前歯の傾斜度と symphysis の

形態について留意する必要があることが本論文における新知見であり, よって本論文は博士（歯学）

の学位を授与するに値すると判定した. 


